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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性支持フィルムの一方の面上に少なくとも感光層を形成してなるドライフィルム
レジストをロール状に巻き取ったドライフィルムレジストロールと、当該ドライフィルム
レジストロールの端面に貼り付けられた接着性を有する端面処理シールとを備え、
　前記端面処理シールが、シール基材の一方の面上に粘着剤が塗布されてなるものであり
、
　前記粘着剤の粘着力が、４００～６００ｇ／２５ｍｍ（ＪＩＳ Ｚ－０２３７に準拠）
であるシール付きドライフィルムレジストロール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリント配線板、リードフレーム及び半導体パッケージ用途のほか、フレキ
シブルディスプレイ、フィルム太陽電池、フィルムタイプの静電容量式タッチパネル等々
のフィルムデバイス用途のドライフィルムレジストロールに関し、詳しくは室温で長期間
保存しても端部でのレジストの滲み出しがないシール付きドライフィルムレジストロール
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プリント配線板等の導電パターンを形成するためには、一般に銅張積層板等の対



(2) JP 6095337 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

象物にドライフィルムレジストをラミネートし、パターンマスクを通して露光、現像及び
エッチングする方法が実施されてきた。かかるドライフィルムレジストは光透過性支持フ
ィルム、感光層、保護フィルムの三層構成よりなり、これを用いて画像形成するには、先
ず保護フィルムを剥離した後、感光層を銅張積層板等の対象物上に圧着、光透過性支持フ
ィルム上にパターンマスクを密着し、活性光（通常は紫外線）を照射し（露光）、次いで
アルカリ水溶液又は有機溶剤を噴霧又は浸漬してレジストパターンを形成し（現像）、更
に塩化鉄、塩化銅、過酸化水素／硫酸、アルカリ性アンモニア等の溶液で露呈している銅
箔等の導電膜部分を除去（エッチング）し、最後にアルカリ水溶液又は有機溶剤で硬化レ
ジスト部を剥離（レジスト剥離）する方法がとられてきた。
【０００３】
　このようなドライフィルムレジストは、通常は、ロール状に巻かれて製品化され、市場
に流通しているが、かかるドライフィルムレジスト中の感光層は粘着性、流動性を有する
ものであり、保存中に感光性樹脂組成物（レジスト）がロール端面から滲み出し、つまり
エッジフュージョンが発生し(図５参照)、ロール端部で層間が接着してしまい使用時にロ
ールが巻き戻せなかったり、巻き戻せても巻き戻し作業性を著しく悪くする問題があった
。また、ロール端面から滲み出した感光性樹脂組成物（レジスト）がロールから粉状や線
状となって分離し、これらがレジストパターンを形成後に再度付着することで異物となり
、エッチングによって得られた配線パターン等にカケ等の欠陥を引き起こすという問題も
あった。
【０００４】
　上記エッジフュージョンの発生を解決するため、特許文献１及び特許文献２では、ドラ
イフィルムレジストのロール端部にシート状乾燥剤を接触させることにより、ロール端部
を覆うことが提案されており、これらの方法により巻き取り保存時の感光層の端部からの
滲み出しを抑制することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第２７３０６３０号公報
【特許文献２】特開２００１－１８８３１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、これらの特献文献に記載の発明では、エッジフュージョンの抑制効果は
十分とは言えなかった。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、上記問題点を解消し、レジストのエッジフュージョン抑
制効果を向上させたシール付きドライフィルムレジストロールを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下に課題を解決するための手段を述べる。
【０００９】
　本発明は、光透過性支持フィルムの一方の面上に少なくとも感光層を形成してなるドラ
イフィルムレジストをロール状に巻き取ったドライフィルムレジストロールと、当該ドラ
イフィルムレジストロールの端面に貼り付けられた接着性を有する端面処理シールとを備
え、
　前記端面処理シールが、シール基材の一方の面上に粘着剤が塗布されてなるものであり
、
　前記粘着剤の粘着力が、４００～６００ｇ／２５ｍｍ（ＪＩＳ Ｚ－０２３７に準拠）
であるシール付きドライフィルムレジストロールを提供するものである。
【発明の効果】
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【００１４】
　本発明は、端面処理シールが接着性を有し、ドライフィルムレジストロールの端面に貼
り付けているので、単にロール端面に接触させているだけの従来技術と比べてレジストの
エッジフュージョン抑制効果が向上した。その結果、ロール端面から滲み出した感光性樹
脂組成物（レジスト）がロール端部で層間が接着してしまい使用時にロールが巻き戻せな
かったり、巻き戻せても巻き戻し作業性を著しく悪くすることを防止できる。また、ロー
ル端面から滲み出した感光性樹脂組成物（レジスト）がロールから粉状や線状となって分
離し、これらがレジストパターンを形成後に再度付着することで異物となり、エッチング
によって得られた配線パターン等にカケ等の欠陥を引き起こすことも防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係るシール付きドライフィルムレジストロールを示す外観図である。
【図２】図１のドライフィルムレジストロールを示す外観図である。
【図３】図１のシール付きドライフィルムレジストロールについて、ドライフィルムレジ
スト１層分のみを取り出した要部拡大断面図である。
【図４】図１の端面処理シールを示す正面図及び断面図である。
【図５】端面の露出したドライフィルムレジストロールについてドライフィルムレジスト
１層分のみを取り出した要部拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係るシール付きドライフィルムレジストロールの一実施形態について図
面を参照して説明する。
【００１７】
　図１に示すシール付きドライフィルムレジストロール１は、ドライフィルムレジスト７
を円筒状の巻芯８に巻き取って形成されるドライフィルムレジストロール２と、当該ドラ
イフィルムレジストロール２の端面に貼り付けられた接着性を有する端面処理シール３と
を備えている。
【００１８】
　円筒状の巻芯８としては、例えば、外径３０～３００ｍｍの程度のプラスチック、紙等
からなるものが挙げられる。
【００１９】
　＜ドライフィルムレジスト＞
　本発明において接着性を有する端面処理シール３で保護されるドライフィルムレジスト
ロール２(図２参照)を構成するドライフィルムレジスト７は、透光性支持フィルム４上に
少なくとも感光層５を積層することにより形成する（図３参照）。ドライフィルムレジス
ト７は、用途に合わせて幅３００～１０００ｍｍ、長さ１００～５００ｍの範囲で選択す
るとよい。
【００２０】
　ここで用いられる透光性支持フィルム４としては、ポリエチレンテレフタレートフィル
ム、ポリビニルアルコールフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、塩化ビニル共重合体フィ
ルム、ポリ塩化ビニリデンフィルム、塩化ビニリデン共重合体フィルム、ポリメタクリル
酸メチル共重合体フィルム、ポリスチレンフィルム、ポリアクリロニトリルフィルム、ス
チレン共重合体フィルム、ポリアミドフィルム、セルロース誘導体フィルム等が挙げられ
る。これらのフィルムは、必要に応じて延伸されたものも使用できる。
【００２１】
　透光性支持フィルム４のヘーズは５．０以下であることが好ましい。また、透光性支持
フィルム４の厚みは薄い方が画像形成性及び経済性の面で有利であるが、強度を維持する
ために、１０～３０μｍのものが一般的である。
【００２２】
　感光層５を構成する感光性樹脂組成物は、感光性樹脂組成物は、特に制限はなく公知の
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ものを使用しうるが、例えば、（ａ）カルボキシル基含有量が酸当量で１００～６００で
あり、かつ、重量平均分子量が５０００～５０００００であるバインダー用樹脂、（ｂ）
光重合可能な不飽和化合物、及び（ｃ）光重合開始剤を含有するものを用いることができ
る。（ａ）バインダー用樹脂、（ｂ）光重合可能な不飽和化合物及び（ｃ）光重合開始剤
は、それぞれ１種又は複数種の化合物を含んでよい。
【００２３】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ａ）バインダー用樹脂に含まれるカルボキシル基の
量については、酸当量が１００～６００であり、好ましくは３００～４００である。酸当
量とは、その中に１当量のカルボキシル基を有する重合体（すなわちバインダー用樹脂）
の質量（グラム）をいう。
【００２４】
　（ａ）バインダー用樹脂中のカルボキシル基は、アルカリ水溶液に対する現像性及び剥
離性を感光層に与えるために必要である。酸当量が１００未満では、現像耐性が低く、解
像性及び密着性に悪影響を及ぼし、一方、６００を超えると、現像性及び剥離性が低い。
酸当量の測定は、自動滴定装置（例えば平沼産業（株）製平沼自動滴定装置（ＣＯＭ－５
５５））を使用し、０．１ｍｏｌ／Ｌの水酸化ナトリウムを用いて電位差滴定法により行
われる。
【００２５】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ａ）バインダー用樹脂の重量平均分子量は、５００
０～５０００００である。重量平均分子量が５０００００を超えると現像性が低く、一方
、５０００未満ではテンティング膜強度が低く、エッジフューズが起こる。プロジェクシ
ョン露光機を使用してｉ線単色露光した際の解像度が良好であるという点から、重量平均
分子量は１００００～４００００であることが好ましい。
【００２６】
　重量平均分子量は、ゲルパーミエ－ションクロマトグラフィー（例えば日本分光（株）
製ゲルパーミエ－ションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）（ポンプ：Ｇｕｌｌｉｖｅｒ、Ｐ
Ｕ－１５８０型、カラム：昭和電工（株）製Ｓｈｏｄｅｘ（登録商標）（ＫＦ－８０７、
ＫＦ－８０６Ｍ、ＫＦ－８０６Ｍ、ＫＦ－８０２．５）４本直列、移動層溶媒：テトラヒ
ドロフラン、ポリスチレン標準サンプルによる検量線使用））により重量平均分子量（ポ
リスチレン換算）として求められる。
【００２７】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ａ）バインダー用樹脂は、典型的には、下記の２種
類の単量体からなる群からそれぞれ１種以上選択される２種以上の単量体を共重合させる
ことにより得られる。
【００２８】
　第一の単量体は、分子中に重合性不飽和基を１個有するカルボン酸又は酸無水物である
。例えば、第一の単量体としては、（メタ）アクリル酸、フマル酸、ケイ皮酸、クロトン
酸、イタコン酸、マレイン酸無水物、マレイン酸半エステル等が挙げられる。
【００２９】
　第二の単量体は、非酸性で、分子中に重合性不飽和基を１個有し、感光層の現像性、エ
ッチング及びめっき工程での耐性、並びに硬化膜の可とう性等の種々の特性を保持するよ
うに選ばれる。このようなものとしては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アク
リレート等のアルキル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニトリル等が挙げ
られる。また、本発明の好ましい実施態様では、高解像度を得るために、フェニル基を有
するビニル化合物（例えば、スチレン）を用いる。
【００３０】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ａ）バインダー用樹脂は、上記単量体の混合物を、
アセトン、メチルエチルケトン、イソプロパノール等の溶剤で希釈した溶液に、過酸化ベ
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ンゾイル、アゾイソブチロニトリル等のラジカル重合開始剤を適量添加し、加熱攪拌する
ことにより合成されることが好ましい。また、混合物の一部を反応液に滴加しながら、（
ａ）バインダー用樹脂を合成してもよい。また、反応終了後、さらに溶剤を加えて、（ａ
）バインダー用樹脂を所望の濃度に調整してもよい。さらに、合成手段としては、上記の
ような溶液重合以外に、塊状重合、懸濁重合又は乳化重合を用いてもよい。
【００３１】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ｂ）光重合可能な不飽和化合物としては、ビスフェ
ノールＡの両端にそれぞれ平均２モルのプロピレンオキサイドと平均６モルのエチレンオ
キサイドとを付加したポリアルキレングリコールのジメタクリレート、又はビスフェノー
ルＡの両端にそれぞれ平均５モルのエチレンオキサイドを付加したポリエチレングリコー
ルのジメタクリレート（例えば新中村化学工業（株）製ＮＫエステルＢＰＥ－５００）や
、平均１２モルのプロピレンオキサイドを付加したポリプロピレングリコールにエチレン
オキサイドをさらに両端にそれぞれ平均３モル付加したグリコールのジメタクリレートが
挙げられる。
【００３２】
　また、（ｂ）光重合可能な不飽和化合物の別の例として、ヘキサメチレンジイソシアネ
ート、トリレンジイソシアネート、又は２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシ
アネート等のジイソシアネート化合物と、一分子中にヒドロキシル基と（メタ）アクリル
基とを有する化合物（例えば、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、オリゴプロピレン
グリコールモノメタクリレート、オリゴエチレングリコールモノメタクリレート、オリゴ
エチレンプロピレングリコールモノメタクリレート等）とのウレタン化合物等も挙げられ
る。具体的には、ヘキサメチレンジイソシアネートとオリゴプロピレングリコールモノメ
タクリレート（日本油脂（株）製、ブレンマーＰＰ１０００）との反応物、ヘキサメチレ
ンジイソシアネートとオリゴエチレングリコールモノメタクリレート（日本油脂（株）製
、ブレンマーＰＥ－２００）との反応物、ヘキサメチレンジイソシアネートとオリゴエチ
レンプロピレングリコールモノメタクリレート（日本油脂（株）製、ブレンマー７０ＰＥ
Ｐ－３５０Ｂ）との反応物が挙げられる。本明細書において、ジイソシアネート残基とは
、原料となるジイソシアネート化合物に由来するウレタン結合を含む残基を意味する。
【００３３】
　また、（ｂ）光重合可能な不飽和化合物の別の例として、平均２モルのプロピレンオキ
サイドを付加したポリプロピレングリコールと平均７モルのエチレンオキサイドを付加し
たポリエチレングリコールとをノニルフェノールに付加した化合物のアクリレートである
４－ノルマルノニルフェノキシヘプタエチレングリコールジプロピレングリコールアクリ
レート、又は平均８モルのエチレンオキサイドを付加したポリエチレングリコールをノニ
ルフェノールに付加した化合物のアクリレートである４－ノルマルノニルフェノキシオク
タエチレングリコールアクリレート（例えば東亞合成（株）製、Ｍ－１１４）等が挙げら
れる。
【００３４】
　上記した感光性樹脂組成物の例の（ｂ）光重合可能な不飽和化合物として、上記の化合
物に加えて、下記に示される光重合可能な不飽和化合物を併用することもできる。併用可
能な化合物としては、例えば、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，
４－シクロヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、及びポリプロピレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、２－ジ（ｐ－
ヒドロキシフェニル）プロパンジ（メタ）アクリレート、グリセロールトリ（メタ）アク
リレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ポリオキシプロピルトリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ポリオキシエチルトリメチロールプロパ
ントリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリ
スリトールペンタ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテ
ルトリ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリ
レート、及びβ－ヒドロキシプロピル－β’－（アクリロイルオキシ）プロピルフタレー
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ト等が挙げられる。
【００３５】
　次に、上記した感光性樹脂組成物の例の（ｃ）光重合開始剤について説明する。本明細
書において、光重合開始剤とは、各種の活性光線、例えば紫外線等により活性化され、重
合を開始する化合物を意味する。光重合開始剤は公知の化合物であってもよい。
【００３６】
　好ましい実施形態では、高解像度の観点から、（ｃ）光重合開始剤が、２，４，５－ト
リアリールイミダゾール二量体を含み、さらに好ましくは、（ｃ）光重合開始剤が、２，
４，５－トリアリールイミダゾール二量体である。さらに好ましい実施形態では、（ｃ）
光重合開始剤として、上記２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体と、ベンゾフェ
ノン及び／又はベンゾフェノン誘導体とを併用する。このようなベンゾフェノン誘導体と
しては、感度の観点からｐ－アミノフェニルケトンが特に好ましい。ｐ－アミノフェニル
ケトンとしては、例えば、ｐ－アミノベンゾフェノン、ｐ－ブチルアミノフェノン、ｐ－
ジメチルアミノアセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビス（
エチルアミノ）ベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン［ミ
ヒラーズケトン］、ｐ，ｐ’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビス
（ジブチルアミノ）ベンゾフェノン等が挙げられる。
【００３７】
　また、上記で示された化合物以外に、他の光重合開始剤の併用も可能である。他の光重
合開始剤としては、例えば、２－エチルアントラキノン、２－ｔｅｒｔ－ブチルアントラ
キノン等のキノン類、ベンゾフェノン等の芳香族ケトン類、ベンゾイン、ベンゾインメチ
ルエーテル、ベンゾインエチルエーテル等のベンゾインエーテル類、９－フェニルアクリ
ジン等のアクリジン化合物、ベンジルジメチルケタール、ベンジルジエチルケタール等が
挙げられる。例えば、チオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２－クロロチ
オキサントン等のチオキサントン類と、ジメチルアミノ安息香酸アルキルエステル化合物
等の三級アミン化合物との組み合わせも挙げられる。また、１－フェニル－１，２－プロ
パンジオン－２－Ｏ－ベンゾイルオキシム、１－フェニル－１，２－プロパンジオン－２
－（Ｏ－エトキシカルボニル）オキシム等のオキシムエステル類等も挙げられる。さらに
、Ｎ－アリール－α－アミノ酸化合物も用いることが可能であり、これらの中では、Ｎ－
フェニルグリシンが特に好ましい。
【００３８】
　また、感光層５の熱安定性及び保存安定性を向上させるために、感光性樹脂組成物にラ
ジカル重合禁止剤を含有させることも好ましい。このようなラジカル重合禁止剤としては
、例えば、ｐ－メトキシフェノール、ハイドロキノン、ピロガロール、ナフチルアミン、
ｔｅｒｔ－ブチルカテコール、塩化第一銅、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－クレゾ
ール、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、２，
２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、ジフェニルニト
ロソアミン等が挙げられる。
【００３９】
　また、感光性樹脂組成物に、必要に応じて可塑剤等の添加剤を含有させることもできる
。そのような添加剤としては、例えば、ジエチルフタレート等のフタル酸エステル類及び
ｐ－トルエンスルホンアミド、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコールモノ
アルキルエーテル等が挙げられる。
【００４０】
　感光層５の厚みは、用途において異なるが、印刷回路板作製の用途では通常５～１００
μｍであり、好ましくは５～５０μｍである。感光層５が薄い程、解像力は向上し、一方
、感光層が厚い程、膜強度が向上する。よって所望の解像度及び膜強度に応じて感光層５
の厚みを設定すればよい。
【００４１】
　感光層５上、すなわち透光性支持フィルム４側とは反対側の表面上に、必要に応じて保
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護フィルム６を積層することができる。透光性支持フィルム４よりも保護フィルム６の方
が感光層５との密着力が十分に小さく容易に剥離できることが、保護フィルム６の重要な
特性である。このような保護フィルム６としては、例えば、ポリエチレンフィルム、ポリ
プロピレンフィルム等が挙げられる。
【００４２】
　上記のドライフィルムレジスト７を用いたフィルムタイプの静電容量式タッチパネルの
作製工程は、公知の技術により実施できるが、以下に簡単に述べる。
【００４３】
　保護フィルム６が形成されている場合は、まず保護フィルム６を剥離した後、感光層５
をタッチパネル用積層体、すなわちフィルム基材の両面に各々、透明導電膜層及び遮光性
の金属箔層が全面的に積層された部材の両金属箔表面に加熱圧着し積層する。
【００４４】
　次に、両面に異なるパターンを有するマスクフィルムを重ね、該マスクフィルムを通し
て両面から活性光により画像露光する。
【００４５】
 次いで、感光層５上に透光性支持フィルム４がある場合にはこれを除き、続いてアルカ
リ水溶液を用いて感光層５の未露光部を現像除去して、硬化レジストパターンを形成する
。アルカリ水溶液としては、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の水溶液を用いることがで
きる。これらのアルカリ水溶液は感光層の特性に合わせて選択されるが、一般的に０．５
～３質量％の炭酸ナトリウム水溶液が用いられる。
【００４６】
　次に、現像により露出した金属箔面に既知のエッチングを行うことにより、金属箔およ
びその下の透明導電膜の画像パターンを形成する。
【００４７】
　その後、一般的に現像で用いたアルカリ水溶液よりもさらに強いアルカリ性の水溶液に
より硬化レジストパターンを剥離する。剥離用のアルカリ水溶液についても特に制限はな
いが、１～５質量％の水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等の水溶液が一般的に用いられ
る。
【００４８】
　フィルムタイプの静電容量式タッチパネルの場合、この後、タッチパネルの入力領域と
なる部分の金属箔のみを、さらにエッチング除去する。
【００４９】
　＜接着性を有する端面処理シール＞
　上記の接着性を有する端面処理シール３は、巻芯貫通孔９を有しており(図４参照)、巻
芯８に通してドライフィルムレジストロール２の端面に貼り付けられている。なお、巻芯
８がロール端面より突出していない場合には、端面処理シール３が巻芯貫通孔９を有して
いなくても構わない。
【００５０】
　エッジフュージョンの発生は、従来から空気中の水分による影響を受けこれが特に大き
いと考えられ、その解決手段としてロール端面を覆う被覆材自体の水分透過率を抑えるこ
とに注力されてきた。しかし、本発明者らは、むしろロール端面を覆う被覆材とロール端
面との密着性の要因が大きいことを見出した。そこで、接着性を有する端面処理シール３
を用いてロール端面と接着させ、力が加わらない状態で容易に剥がれないようにすること
により、有効にエッジフュージョンを抑制できるようにした。
【００５１】
　接着性を有する端面処理シール３としては、シール基材の一方の面上に粘着剤が塗布さ
れてなるものを挙げることができる。その材料等については特に制限はなく、例えば、シ
ール基材としては、ポリオレフィン系やポリスチレン系の合成紙等の無塵紙、ＯＰＰ、Ｐ
ＥＴそしてＣＰＰ等の合成フィルムが挙げられる。本発明のシール付きドライフィルムレ
ジストロールの用いられる現場は、微細な埃や塵等が製品等の不良を引き起こす原因とな
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らないように高レベルに清浄化されたクリーンルーム内であることが多いので、シール基
材に紙を用いる場合には上記の無塵紙を用いるのが好ましい。
【００５２】
　粘着剤としては、公知の粘着剤を使用することができるので特に限定されないが、例え
ば、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、シリコーン系粘着剤、ポリエステル系粘着剤、ウ
レタン系粘着剤、ポリエーテル系粘着剤、ポリアミド系粘着剤、フッ素系粘着剤等が挙げ
られる。また、これらの粘着剤から選択される一種または二種以上の粘着剤の組合せであ
ってもよい。粘着剤の接着力は、好ましくは３００～７００ｇ／２５ｍｍ（ＪＩＳ Ｚ－
０２３７に準拠）である。接着力が３００ｇ／２５ｍｍに満たないと、エッジフュージョ
ンの発生の抑制効果が低くなる。接着力が７００ｇ／２５ｍｍを超えると、再剥離性やロ
ール端面の非汚染性が低くなる。さらに好ましくは４００～６００ｇ／２５ｍｍである。
【００５３】
　このように端面処理シールが接着性を有し、ドライフィルムレジストロールの端面に貼
り付けているので、単にロール端面に接触させているだけの従来技術と比べてレジストの
エッジフュージョン抑制効果が向上させることができる。したがって、ロール端面から滲
み出した感光性樹脂組成物（レジスト）がロール端部で層間が接着してしまい使用時にロ
ールが巻き戻せなかったり、巻き戻せても巻き戻し作業性を著しく悪くすることを防止で
きる。また、ロール端面から滲み出した感光性樹脂組成物（レジスト）がロールから粉状
や線状となって分離し、これらがレジストパターンを形成後に再度付着することで異物と
なり、エッチングによって得られた配線パターン等にカケ等の欠陥を引き起こすことも防
止できる。
【実施例】
【００５４】
　以下、本発明の実施例を具体的に説明する。
【００５５】
　光透過性支持フィルム／感光層／保護フィルムの３層構成のドライフィルムレジスト（
旭化成イーマテリアルズ社製「ＳＵＮＦＯＲＴ」）を、外径７５ｍｍの塩化ビニルパイプ
に５００ｍｍ幅で長さ３００ｍ、巻き取ってなる外径２００ｍｍのドライフィルムレジス
トロールを用意した。
【００５６】
　このロール端面に、厚さ３０μｍのポリプロピレン合成紙からなるシール基材上にアク
リル共重合物エマルジョン型粘着剤が塗布されてなる外径２００ｍｍ、内径７６ｍｍのド
ーナツ状をした端面処理シールを、貼り付けてシール付きドライフィルムレジストロール
を得た。
【００５７】
　実施例に用いる端面処理シールは、粘着剤の接着力が５００ｇ／２５ｍｍ（ＪＩＳ Ｚ
－０２３７に準拠）のものである。実施例のシール付きドライフィルムレジストロールを
３０℃、９０％ＨＲ恒温恒湿槽中で保存し、保存安定性を調べたところ、１０日経っても
エッジフュージョンの発生は無かった。
【００５８】
　本発明の技術内容および技術的特徴は上記のように開示したが、本発明が属する技術分
野における当業者であれば、本発明の教示および開示に基づいて、本発明の技術的思想に
違わない様々な置換および付加を行うことは可能である。したがって、本発明の保護範囲
は実施例に開示するものに限定されることなく、本発明に違わない様々な置換および付加
が含まれるものであるとともに、別紙の特許請求の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００５９】
　１　シール付きドライフィルムレジストロール
　２　ドライフィルムレジストロール
　３　端面処理シール
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　４　光透過性支持フィルム
　５　感光層
　６　保護フィルム
　７　ドライフィルムレジスト
　８　巻芯
　９　巻芯貫通孔

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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